
この他に、埼玉、千葉、東京、神奈川と3市から成る7都県市、北陸3県、紀伊半島
３県などの複数県防災協定がある。また、新潟・群馬、新潟・長野、新潟・富山、
新潟・石川、石川・岐阜、岐阜・福井、兵庫・岡山、兵庫・鳥取の2県間防災協定が
ある。

（出典）総務省消防庁「地方防災行政の現状」（2001）等をもと
に国土交通省国土計画局作成。

指標：都道府県間の防災協定 （広域連携による危機管理）

阪神・淡路大震災後、既存協定が広域化した他、新たな協定が締結され、全国がカバーされた。

モニタリング項目：国土の安全・防災の動向

阪神・淡路大震災後

北海道・東北8道県

関東1都9県

近畿2府7県

中部9県1市

九州・山口9県
中国5県

四国4県

福島県、茨城県、
栃木県

東北地方防災対策連絡協議会

防災相互協定

災害応援に関する協定

大阪湾流出油災害対策協議会

震災時の相互応
援に関する協定

阪神・淡路大震災前

中四国9県

視点：自主的な防災、広域連携した防災への取り組みはどの程度進んでいるか。

■国土のモニタリング

■国土のモニタリング


